


査期間を通じて細菌性冷水病やエドワジエラ・イクタル

リ症の発症は見られなかった。 

計数した個体数の合計において，6 月 15 日・6 月 26 日

・7 月 7 日・7 月 14 日・7 月 23 日は，それぞれ 663 尾・

299 尾・34 尾・193 尾・49 尾であった。6 月 15 日から 7

月 7 日，および 7 月 14 日から同月 23 日の減少は，それ

ぞれ 6 月 24 日頃と 7 月 19 日頃の増水が直接的な原因だ

と思われる。昨年度は約 2 時間で 60cm 弱の水位上昇後，

激減したが，今年度の 6 月 24 日･7 月 19 日は約 3 時間で

それぞれ 30cm･35cm と昨年に比べ急激な水位上昇ではな

かった。なお，7 月 14 日や 8 月 17 日に下流側 500m（二

の湯堰堤からＪＲ関西本線大和橋鉄橋）において個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が増加しているのは，調査区域外の下流からの移動によ

るものだと考えている。 

これらのことからアユ個体数が激減した原因は疾病の

発症状況やカワウの飛来数調査課の結果から，これらが

原因ではなく，直接的な原因は昨年同様，増水による流

失と推定している。その背景には，水位上昇に伴う水温

変動や濁りが原因により，1)急激な疾病が発症し，へい

死・衰弱により流失する，2)定着性が弱い性質により下

流に移動する，が推定される。この増水後の資源減少が

県下で広く起きているのか，また流失の間接原因が疾病

なのか種苗性によるものか等を明らかにするため，継続

した調査が必要である。 

 


